
年間授業計画　新様式

教　科： 単位数： 単位

対象学年組：第 1 学年 1 組～ 8 組

教科担当者：

使用教科書：（ ）

教科 の目標：

【知識・技能】
・自分が興味を持つ学問分野の概要を理解し、
その分野で学べる主要なテーマや問題について
説明できる。
・選んだ新書または書籍を活用して、その分野
に関連する研究やトピックを特定し、要約でき
る。
【思考・判断・表現】
・新書または書籍から得た情報を整理し、重要
なポイントを抽出して、自分の考えを明確に表
現できる。
・生徒は、生成AIを利用して得た情報を批判的
に分析し、信頼性や妥当性について自ら判断で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選んだ分野についての探究活動において、自
らの学びを積極的に進め、他者と意見交換を行
いながら共同で学ぼうとしている。

【知識・技能】
　日野高校の進路活動と進路選択について理解
している。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見し、情報を
集め、整理・分析して、解決の方法を探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について考察し、追
究しようとしている。

２
学
期

【知識・技能】
・自分が興味を持つ学問分野の概要
を理解し、その分野で学べる主要な
テーマや問題について説明できる。
・選んだ新書または書籍を活用し
て、その分野に関連する研究やト
ピックを特定し、要約できる。
【思考・判断・表現】
・新書または書籍から得た情報を整
理し、重要なポイントを抽出して、
自分の考えを明確に表現できる。
・生徒は、生成AIを利用して得た情
報を批判的に分析し、信頼性や妥当
性について自ら判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選んだ分野についての探究活動に
おいて、自らの学びを積極的に進
め、他者と意見交換を行いながら共
同で学ぼうとしている。

１
学
期

【知識・技能】
　日野高校の進路活動と進路選択に
ついて理解している。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見
し、情報を集め、整理・分析して、
解決の方法を探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について
考察し、追究しようとしている。

【知識・技能】
生徒は、探究の各段階（問題提起、
情報収集、分析、結論）の役割と重
要性を理解し、実際にそれを適用す
ることができる。
関連学問の知識の活用:
生徒は、日常生活の中で遭遇する問
題に関連する学問分野（科学、社
会、芸術など）の基本的な知識を身
につけ、それを探究活動に活かすこ
とができる。
【思考・判断・表現】
問題解決能力の向上:
生徒は、学校内の具体的な問題を特
定し、それに対する複数の解決策を
考察し、比較・評価する能力を育成
する。
効果的な表現力の強化:
生徒は、探究活動の成果をプレゼン
テーションや報告書を通じて効果的
に表現し、他者に伝えるスキルを身
につける。
【主体的に学習に取り組む態度】
自主的な探究心の育成:
生徒は、自らの興味や関心に基づい
て探究テーマを設定し、主体的に学
びを深める姿勢を持つ。
協働的な学びの実践:
生徒は、グループ活動を通じて他者
との協力を重視し、意見を尊重し合
いながら共同で問題解決に取り組む
態度を養う。

【知識・技能】
日野高校の進路活動と進路選択につ
いて理解している。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見
し、情報を集め、整理・分析して、
解決の方法を探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
将来の進路実現のあり方について考
察し、追究しようとしている。

オリエンテーション
探究技法学習

総合的な探究の時間 1

高等学校 令和7年度（１学年用）　教科　

ゼロから始める探究活動課題研究メソッド ZERO(啓林館）、アクチュアル（大修館）

単元の具体的な指導目標

（１組：新海）（２組：髙橋 ）（３組：山田 ）（４組：來海 ）（５組：目崎 ）（６組：石井 ）（７組：内田 ）（８組：野村 ）

指導項目・内容

総合的な探究の時間

課題を探究するために必要となる知識（社会や
身の回りの事象、関連教科・科目の基礎的内
容）を理解し、資料の収集・整理・分析などの
技能を身に付けている。

自ら課題を設定し、情報を多角的に捉えて整
理・分析し、論理的に考察・判断し、適切な方
法で表現できる力を育成する。

探究活動において粘り強く取り組み、他者と協
働しながら自らの学びを振り返って改善しよう
とする態度を養う。また、社会との関わりの中
で自分の在り方や生き方を考える。

【知識・技能】 【思考・判断・表現】

6

2

【知識・技能】
生徒は、探究の各段階（問題提起、情報収集、
分析、結論）の役割と重要性を理解し、実際に
それを適用することができる。
関連学問の知識の活用:
生徒は、日常生活の中で遭遇する問題に関連す
る学問分野（科学、社会、芸術など）の基本的
な知識を身につけ、それを探究活動に活かすこ
とができる。

【思考・判断・表現】
問題解決能力の向上:
生徒は、学校内の具体的な問題を特定し、それ
に対する複数の解決策を考察し、比較・評価す
る能力を育成する。
効果的な表現力の強化:
生徒は、探究活動の成果をプレゼンテーション
や報告書を通じて効果的に表現し、他者に伝え
るスキルを身につける。

【主体的に学習に取り組む態度】
自主的な探究心の育成:
生徒は、自らの興味や関心に基づいて探究テー
マを設定し、主体的に学びを深める姿勢を持
つ。
協働的な学びの実践:
生徒は、グループ活動を通じて他者との協力を
重視し、意見を尊重し合いながら共同で問題解
決に取り組む態度を養う。

評価規準

【知識・技能】
　日野高校の進路活動と進路選択について理解
している。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見し、情報を
集め、整理・分析して、解決の方法を探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について考察し、追
究しようとしている。

配当
時数

8

学問分野研究

○ ○ ○

5○ ○ ○

【主体的に学習に取り組む態度】

総合的な探究の時間

知 思 態

○ ○ ○

○ ○ ○

サクッと探究

・スタディーサポート分析会
・進路適性検査
・仕事当てゲーム

・進路講演
・進路学習



３
学
期

【知識・技能】
・自分が興味を持つ学問分野の概要を理解し、
その分野で学べる主要なテーマや問題について
説明できる。
・選んだ新書または書籍を活用して、その分野
に関連する研究やトピックを特定し、要約でき
る。
【思考・判断・表現】
・新書または書籍から得た情報を整理し、重要
なポイントを抽出して、自分の考えを明確に表
現できる。
・生徒は、生成AIを利用して得た情報を批判的
に分析し、信頼性や妥当性について自ら判断で
きる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選んだ分野についての探究活動において、自
らの学びを積極的に進め、他者と意見交換を行
いながら共同で学ぼうとしている。

【知識・技能】
探究の内容や進め方について理解している。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見し、情報を
集め、整理・分析して、解決の方法を探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について考察し、追
究しようとしている。

【知識・技能】
探究の内容や進め方について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見
し、情報を集め、整理・分析して、
解決の方法を探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について

２
学
期

【知識・技能】
・自分が興味を持つ学問分野の概要
を理解し、その分野で学べる主要な
テーマや問題について説明できる。
・選んだ新書または書籍を活用し
て、その分野に関連する研究やト
ピックを特定し、要約できる。
【思考・判断・表現】
・新書または書籍から得た情報を整
理し、重要なポイントを抽出して、
自分の考えを明確に表現できる。
・生徒は、生成AIを利用して得た情
報を批判的に分析し、信頼性や妥当
性について自ら判断できる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・選んだ分野についての探究活動に
おいて、自らの学びを積極的に進
め、他者と意見交換を行いながら共
同で学ぼうとしている。

【知識・技能】
探究の内容や進め方について理解し
ている。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見
し、情報を集め、整理・分析して、
解決の方法を探究している。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について
考察し、追究しようとしている。

リサーチクエスチョン作り

・1年時の探究活動のまとめ
・進路講話

・探究技法学習
・進路学習

【知識・技能】
・リサーチクエスチョンの定義や重
要性を理解し、研究の基礎となる問
いを立てるための技法を学ぶことが
できる。
・自分の興味や関心に基づいたリ
サーチクエスチョンを作成し、その
質を向上させるための具体的なス
テップを実践することができる。
【思考・判断・表現】
・リサーチクエスチョンの改善に向
けた具体的な理由を示し、自己の問
いを論理的に説明できる。
・生成AIを用いてリサーチクエス
チョンを修正し、その結果を分析す
ることができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・リサーチクエスチョン作成の過程
において、自らの興味や問題意識を
反映させる姿勢を持ち、自主的に問
いを立てることが求められる。
・リサーチクエスチョンを通じて、
自己の学びを深めるだけでなく、グ
ループ内での協力や共同作業を通じ
て学び合う姿勢を持つ。

5

5

8

・レシテーションコンテスト
・上級学校訪問
・探究技法学習
・進路学習

学問分野研究

○ ○ ○

○ ○ ○

○

4

合計

35

【知識・技能】
探究の内容や進め方について理解している。
【思考・判断・表現】
進路活動における自身の課題を発見し、情報を
集め、整理・分析して、解決の方法を探究して
いる。
【主体的に学習に取り組む態度】
　将来の進路実現のあり方について考察し、追
究しようとしている。

【知識・技能】
・リサーチクエスチョンの定義や重要性を理解
し、研究の基礎となる問いを立てるための技法
を学ぶことができる。
・自分の興味や関心に基づいたリサーチクエス
チョンを作成し、その質を向上させるための具
体的なステップを実践することができる。
【思考・判断・表現】
・リサーチクエスチョンの改善に向けた具体的
な理由を示し、自己の問いを論理的に説明でき
る。
・生成AIを用いてリサーチクエスチョンを修正
し、その結果を分析することができる。
【主体的に学習に取り組む態度】
・リサーチクエスチョン作成の過程において、
自らの興味や問題意識を反映させる姿勢を持
ち、自主的に問いを立てることが求められる。
・リサーチクエスチョンを通じて、自己の学び
を深めるだけでなく、グループ内での協力や共
同作業を通じて学び合う姿勢を持つ。

○ ○ ○

○ ○


